
要 約
ネパールの都市ポカラでは、１９７０年代以降、観光産業が本格化し、その１０年

後１９８０年の「国民投票（referendum）」以降、ポカラにはスクンバシ集落が群
生するようになった。前者と後者の現象には、陽陰反転的な因果関係がある。
２００１年に警察力がマオイスト勢力をポカラから一掃後、スクンバシ集落群の
「自治組織（スクンバシ・サミッティ）」が不活発になり、代わって「母親会」
（アマ・サムハ）が活性化しだした。ポカラでの「女性マイクロファイナンス」
（FMF）はNGO機関がスクンバシ集落の母親会を主体に貧困緩和を目的に誕生
させたのが最初であるが、今ではものすごい勢いでポカラの貧困層にFMFが
拡大している。
現在のポカラにFMFが猛烈に繁盛している現象には、以下の三つの社会現

象が同時に共起していることを理解する必要がある。第一に、ポカラのタカリ
達の伝統的金融組織の「ディクール（Dikhur）」と、ポカラに住むグルン達の
伝統「グルカ兵傭兵：ラフレ（Lafre）」の潤沢な年金とが相乗して沢山のディ
クールが乱立した。第二に、ネパールのマオイストの人民戦争の煽りで２０００年
頃からマオイスト支配下山村群から富裕資産家たちが安全なポカラに多く逃げ
込んで銀行資金を供給したのである。第三に、バングラデッシュのムハンマ
ド・ユヌス・グラミン銀行総裁のマイクロファイナンス運動がポカラにも到来
したのである。
ポカラに来る国際観光客は１９９９年をピークに落ち込んでいく。ポカラの観光

産業化は、初期のように潤沢な就職先をポカラに提供できなくなったが、国際
貨幣市場の接触でポカラ住民の消費水準は高騰した。「利子」に無頓着な貧困
層は、金が必要になれば安易に借金し、金があれば安易に他人の借金に応えて
やる。そんな素朴な借金関係が累積し、同一人が多重債務者、かつ同時に多重
債権者となる。彼らの借金要望に応えたのは、ポカラで多すぎる中小銀行群で
あった。リスクの低い「マージン・ビジネス」に集中していた銀行群が、さら
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にグラミン銀行に範を得たマイクロファイナンスにも進出してきたのである。
筆者は、チメキビカス銀行女性マイクロファイナンス（FMF）のツツンガ地

区第一ユニット２８名の家計調査を二年ほど行ってきた。そのデータを整理しな
がら、FMF家族がローン資金を利用して「貧困緩和」に成功する否かを差別化
する社会的要因を抽出してみたい。

Abstract
IhavebeenobservingPokhara,aNepalesetouristtownformorethana

quartercentury.RecentlyIhaverealizedaveryinterestingphenominonthat

since1999or2000arapidexpansionoffemailmicro-financefamilieswhichare

supportedby“mothers’club(ama-samuha)”amongsquatter(sukumbashi)

communitiesinPokhara.Thisphenomenonis,Ibelieve,amutually-intertwined

productofthefollowingthreesocialmovements.

ThefirstoneisaThakari’straditionof“Dikhur”(amutualfinancing

association)aswellasGurung’straditionof“Lafre”(aforeignmercenary

service).ThesetwotraditionsofPokharahavejointlyproducedasumofinter-

castedikhurgoupsinPokhara.Thesecondis,astheresultofthefirst,anescape

ofwealthyhillvillagersfromMaoistforcesinsurroundingmountainsareasto

Pokhara,haspropelledtoformamassivenumberofsmallBanksandfinancial

cooperativesinPokhara.Thethirdisthearrivaloftheworld-wideinfluencesof

Gramin-bank-methodofmicro-financeonPokhara.

ThedeclineofthearrivalsofinternationaltouristsatPokharawiththeyearof

1999atpeakhasrestraineditsfurtherdevelopmentoftouristindustries.Hence,

PokharahasfailedtocreatemuchmorejobsinPokhara.Thishasledthe

mushroomingbanksinPokharatotheparticipationinlaw-riskmargin-making

businessforitsownsurvivalpurpose.However,oncetheinternationalmonetary

markethaslandedonPokhara,thedwellersinPokharahavebeenfascinated

withmanyconvienientanddeliciousgoodsfromadvancedcountries,andpeople

inPokharahavebeendoomedinaseveredilemmabetweendesireforbetter

marketgoodsandlackofmoneytobuythem.Thentheyhavebeengradually

fallenintodebt.OurresearchhasrevealedthateachofPokharapoorpeopleis

borrowingmoneyfrom severalpersonsatthesametimelendingmoneyto

anotherseveralpersons.Theirlifeisgoingoninacomplexnetworkofdebtsand

loans.

Thepresentauthorhasbeencommittedtwoyearsfieldworksurveyofallthe
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householdsconsistingofChimekiBikasBank’sFemaleMicro-financeUnitOne

throughThreeatTsutsungaarea,word15,Pokhara.Thispapershows,basedon

thesurveyoffamilyfinancesofeachhouseholdwhichbelongstotheFMFunits,

thatthepresentauther’spreliminaryjudgementofwhethereachhouseholdhas

succeeedinalleviatingpovertybymakinguseofmicro-financeloan.

キーワード：ネパール、観光都市、銀行、マイクロファイナンス、貧困緩和
Keywords：Nepal,Tourism,Bank,Microfinance,Povertyalleviation

⑴ 序論：観光都市の金融産業とマイクロファイナンスの乱舞：

本稿は、立命館大学文学部江口信清教授を研究代表者とする平成１８年度から

平成２０年度までの文科省科研費共同研究「社会的弱者の自立と観光のグローバ

リゼーションに関する地域間比較研究」による研究成果の一部である。これま

でネパールのポカラ市で「スクンバシ（sukumbasi）」（土地不法占拠民）集落

群の調査に従事してきた筆者は、スクンバシ居住者の間に「女性マイクロファ

イナンス（FMF:FemaleMicroFinance）」が急速に広がるのを見てきた。本稿

の執筆は、グラミン銀行方式のFMFによる貧困削減の効果が盛んに称賛され

ているが、我々の観光町ポカラでもFMF実践の女性貧困家族がほんとうに貧

困削減に成功しているか否かを自分なりに検証してみたいという筆者の動機が

出発点にある。

筆者がこの地域の「チメキビカス銀行（ChimekiBikasBank）」の「女性マ

イクロファイナンス」（FMF）・ユニットの存在に関心を抱き、若干の実態調査

を開始しはじめたのは、２００６年夏のことであった。その時も前回の科研調査で

ポカラ全域のスクンバシの継続調査をしていたのであったが、同年８月に３週

間、ツツンガ地区で展開している同銀行 FMF第一ユニット（５組２５世帯：

MC11～MC55）の聞き取り調査を開始した。このツツンガ地区の元スクンバ

シ家族はマイクロファイナンスのグループ作りを通じて周辺の非スクンバシ・
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コミュニティに融合される過程にある。

第二回目の調査は、２００７年２月８日から２月１９日まで短期間であった。第三

回目の調査も、２００８年３月１０日から３月２３日の短期調査であった。この時には

筆者自身の健康問題で夏季休暇中の調査を実行できなくなり、健康を回復した

翌年春季の時点で短い１０日だけの再調査を継続したのであった。２００８年度には、

８月１１日から９月４日まで約３週間をポカラ調査に当てることができた。この

調査期間中に、最初のユニットの変化をフォローすると同時に、二つ目のユ

ニット２５世帯を調査し、立ち上がりつつあった三つ目のグループ（１０世帯）の

調査もカバーすることができた。しかしながら、本稿では、まだ調査資料の分

析が整理されていない第二、第三ユニットには入らずに、第一ユニットの２８世

帯の家計家産調査を中心にしたFMFによる貧困緩和実践の評価を筆者なりに

試みてみたい。筆者は、既に、２００７年５月に開催された第４１回日本文化人類学

会で若干の研究発表をしている。この時の発表では、「ポカラ市の貧困地区の

女性自治組織メンバーのマイクロファイナンスによる貧困緩和実践の成否」と

題した発表であったことを断っておきたい。

〈モデルとしてのグラミン銀行FMF〉：
バングラデッシュにあるグラミン銀行創設者のムハマド・ユヌス総裁は、

２００６年１２月にノーベル平和賞を授与された。彼はダッカ大学経済学部の教授で

あった頃、１９７６年に「アクション・リサーチ」として、銀行が融資しない農村

部の貧しい人々を対象に無担保で少額のビジネス立ち上げ資金を貸付し始めた

が、この試みは、とくに家庭内に閉じ込められてきた女性たちが経済的社会的

に自立するための起業を促す社会的改革であった。この試行事業の成功により

事業を拡大継続するために、同氏は、１９８３年にグラミン銀行を設立した。そし

てすぐに２２５９支店で全国の約８万５千村近くをカバー、全国で６７０万人の借り

手がおり、融資総額は約３千億タカ（約５千億円）に仕上げたのである。同氏

は、自伝の中でグラミン銀行の創設に至る動機を以下のように述べて、極貧の

農民を貧困から救い出すことがグラミン銀行の設立理念であることを明確に表
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明している（坪井２００６：４１-４１）。

今では、グラミン銀行方式のマイクロファイナンス業務は世界１２０ケ国に広

がっている。このグラミン銀行によるマイクロファイナンスは、途上国の貧困

層の貧困削減に貢献するだけでなく、女性差別が伝統的に一般化している途上

国社会で、女性の経済的自立とエンパワーメントに貢献していることが注目さ

れている。グラミン銀行の世界の発展途上諸国の貧困層の貧困緩和への貢献の

大きさが認められて、グラミン銀行総裁ムハマド・ユヌス氏は、２００６年１２月に

ノーベル平和賞を授与された。我々が本稿で後に取り上げるネパールのチメキ

ビカス銀行は、グラミン銀行FMFをモデルとして模倣している。しかし実際

の運営は、バングラデェッシュにおけるグラミン銀行FMFとネパールのポカ

ラにおけるチメキビカス銀行FMFとはかなり異なるようである。その相違は、

バングラデッシュの貧困で素朴な農村経済とネパールの観光都市ポカラが生み

出した金融機関の乱立状況との相違が、FMFの発展・競争に相違をもたらして

いるように思える。

⑵ 観光都市ポカラの伝統と中小金融機関の乱立：

〈ポカラの経済的伝統⑴：タカリ族のディクール〉
巻末の〈表１〉にポカラ観光産業発達の概略史が載せてある。ポカラの観光

産業は１９６０年代末に始まり、とくに１９７０年代中旬から本格化した。ポカラの観

光産業揺籃期におけるタカリ族とグルン族の貢献は、前著（山本、２００９：２３）

で既に紹介した通りである。その頃、ポカラのバイダムでホテル業を最初に創

業したのは、三人のタカリ商人たち（既にチベット・インド間の塩貿易独占で

得た資本を保有）と、そして英国・インドにグルカ兵の傭兵出稼者「ラフレ

（Lafre）」の伝統を持つグルンであった。

そもそも「ディクール（Dikhur」」とは、タカリ族内部の「種籾」を融通し

あう「頼母子講」の組織であったが、タカリが商人化する過程で、皆で資金を
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融通しあう資金調達組織となった（飯島１９８０）。このタカリ族の伝統が、ポカ

ラの観光産業化や貨幣市場化の波に乗って様々な「カースト（jat）」の人々で

構成される汎カースト的私的金融組織となったのである。そうなるとカースト

境界を超えたビジネスマン達の事業経営の繋ぎ資金を調達する機関、しかも高

リスクで高利子を稼ぐための私的投機組織へと変質するようにもなった。

筆者の１９９０年のポカラ調査では、ポカラ中に１００を越すディクールがあり、

投機的になりすぎて、４つが潰れたと聞いていた（山本１９９８：１６）。１９９０年８

月１０日に、筆者は、自分の元リサーチ・アシスタントで、現在ポカラのチプレ

ドゥンガで建築資材屋を経営しているマダブ・ゴートン氏が参加しているディ

クールの会合を参与観察させてもらったことがあった。会合はゴートン氏の商

店近くの中庭で行われた。７人の様々なカーストの商売人が集まっており、彼

らが出しよった資金（総額１０ラックRs＝約１５０万円）に対して、その資金を借

りたいものが、名前と利子率を紙に書いて、投票箱のようなものに入れ合った。

ディクール長（取締役）が最後に投票後、その利子投票紙を取り出して、結果

を発表する。一番高い利子率を読み上げて、皆に「これでよいか？」と聞く。

もしもっと高い利子を払ってでも金を借りたい人がいれば、再度の投票を請求

する。このような投票を何回も繰り返し、利子率が高すぎて借りる意志を放棄

した人は、名前だけを書いて棄権投票をすればよい。二回の投票を繰り返し、

三回目の投票後に議長が決定者の氏名と利子率を発表すると、もう誰もが異議

を出さずに、出席者全員の拍手で議長の決定者を正式の借用者として承認した。

借金は一年以内に利子を付けて返済しなければならない。

現在のディクールは、ビジネスマンが銀行ローンなどを活用しながら資金繰

りをしている際の「つなぎ資金」を確保する私的金融機関として結構重宝され

ている。筆者の古くからの友人のタカリのホテル・オーナーは、カトマンドゥ

やポカラで１０くらいのディクールに入っている。彼にとっては、ディクールは

投資対象というよりつなぎ資金を遣り繰りする施設なのである。しかし、何人

かの人が借りた資金を返済せずに、潰れてしまったディクールは決して少なく
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はない。私的な組織である限り個人的な相互信用しかディクールを結合させて

いるものはないし、それだと、余りに高い投機的リスクと誰かの資金持ち逃げ

への不信・疑惑が高まるばかりである。幾つかのディクールの破産・解散を経

験して、それをもっと信頼でき安心できる投機機関にするためには「借款」を

用意して公的な「銀行」として登録すればよい。それならば、メンバー各自が

法的な拘束でもって相互に公的責任を守りあえる。後に、〈表３〉で多くの銀

行の誕生年度を調べれば明瞭であるが、圧倒的に多いのは２０００年前後、以降で

ある。その頃既に存在していた多数のディクール群が銀行に棚上げされてし

まったのであろう。

〈ポカラの経済的伝統⑵：グルン族のラフレ〉
「グルカ（英ネ）戦争」（１８１４～１６年）は英国の大砲の勝利であったが、その

終戦後に締結された「セゴール講和条約」（１８１６年）では、ネパールのグルカ兵

の勇猛さを高く評価した英国がグルカ兵を傭兵として迎え入れる約束をした。

それ以来、英国陸軍にグルカ連隊が出来て現在に至る。しかも、この契約は、

インド独立後には、インドも仲間入りして三国協定になり、それ以来、グルン、

マガール、ライ、リンブなどモンゴロイド系種族とともに、バフン、チェット

リの非モンゴロイド種族までもが英連邦諸国へグルカ兵として出稼ぎにいく伝

統が出来たのである。ポカラでは、グルカ兵に行くのは、グルンが他を圧倒し

ており、グルンの若者のエリートへの道となっている。確か、英国やインドへ

グルカ兵として出稼ぎに行ったグルン青年は、年金資格のつく１１年間の兵役を

終えると故郷に帰ってくる。その多くがポカラに家を建てて住み、潤沢な年金

で老後を楽しむのである。だから「ブプ・ラフレ（Bupu-lafre）」（元グルカ兵）

のグルンがポカラの最大の民族資本であることは間違いない。筆者は、ポカラ

土地税務署の１９７８年から１９８２年までの土地売買による名義変更を拾ってカース

ト間の土地所有権の移動を調べたことがあるが、グルンがバフンやチェットリ

から１,３００ロパニーもの土地を買いあさっている事実を知った（山本、２００９：２-

４）。グルンには、ホテルが儲かると見れば一斉にホテル業を始めたり、銀行が
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儲かれば一斉に銀行を作りだす傾向がある。だから彼らには「ベデェ（Bede）」

（羊）というあだ名がある。先頭の羊が動く同じ方向に、他の羊も一斉に後を

追いかけて進むからである。

〈マオイスト人民戦争からの資産家難民〉
巻末の銀行リストの〈表２-４〉などを参照すれば、２０００年にポカラに銀行誕

生のラッシュのピークが来ていたことを表している。これにはネパール国内政

治上の理由がある。その頃は、マオイストの人民戦争の真っ盛りであり、ネ

パールの西部、東部ともに辺境の山岳地域は殆どがマオイスト勢力下に入って

しまっていた。マオイストはその地域で既に「自治政府」を形成していたので

ある。このマオイスト自治政府支配下に住んでいた大地主や大商人たちはマオ

イストの制裁や現金供出を恐れて、その当時まで国軍が治安を掌握していたカ

トマンドゥやポカラの大都市地域に逃げ込んできていた。彼らは持てるだけの

現金や財宝を運びこんできて安全な都会で保管する必要が出てきていた。そう

すれば、ポカラでは、金持ち避難民の金と元ラフレのグルンの年金貯蓄を合併

すれば、小さい銀行なら幾つか作れる。合同銀行、合資共同組合は簡単にでき

そうである。こうして２０００年以降のポカラは銀行・金融企業・融資組合のラッ

シュとなったことが考えられるのである。

〈ポカラ銀行業界の階層化と乱立過多〉
〈表２-１〉から〈表２-５〉までは、ネパール国立銀行（NepalRastryaBank）

ポカラ支店で入手した現在ポカラに所在する全銀行のリストである。〈表２-

３〉までの三表から一目瞭然なのは、これらの銀行群が三つのカテゴリーに階

梯化されていることである。この階層化は、資金力、営業範囲でレベル差があ

り、しかもその間には複雑な資金投資関係がある。〈表２-１〉の２２の銀行は、

「第一種（1st.category）」の「商業銀行（commerialbank）」グループである。資

本力が最も豊かで（６千万NRs.以上）、ネパール全国で営業することが認めら

れている。これらの商業銀行は、独自に女性マイクロファイナンス（FMF）は

実施しないが、FMFを実施するより下位の銀行群や貯蓄投資企業に資本参加を
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している。

〈表２-４〉は「貯蓄投資共同会社」で、幾つかの企業が金を出し合って作る

合同金融会社である。これらの貯蓄投資共同会社は、その貯蓄利子率が６～

７％であり、融資利子率は１７～１８％と法的に規定されている。この〈表２-４〉

には３１の貯蓄投資共同会社が列挙されているが、それら３１社のうち２８社（つま

り９０％）が、１９９９年から２００１年の３年間に集中して設立されている。この異常

な設立ラッシュの背景は何があったのかは、前節で筆者なりの解答をしめした

はずである。また、この〈表２-４〉に添付して、「このほかに１９の貯蓄共同会

社がポカラにはあったが、何らかの理由でそれらは閉鎖されてしまった」とあ

る。

ポカラの銀行群の大半はまだ１０年程度の歴史しかない若い銀行である。しか

もかなり簡単・安易に創設されたものらしい。これまで１９の潰れた銀行・金融

会社はそれを雄弁に物語っている。資本金にしても、最大クラスが１,１１３万Rs.

（約１,６７０万円）の「アイディアル貯蓄投資共同会社」（#13）、６２７万Rs.（約９４０万

円）の「スベッチャ貯蓄投資共同会社」（#8）程度のもので、銀行としてはささ

やかな資本金と言えるだろう。その活動範囲は殆どポカラ市内に限定され、そ

の顧客対象の多くがポカラの貧困層なのである。

さらに〈表２-５〉には、「女性用貯蓄投資協同組合」が現在１３組合ある。こ

れらの組合は、基本的に〈表２-４〉の貯蓄投資共同会社とまったく同じで、こ

れらの認められた利子率は、貯蓄投資共同会社と全く同様、貯蓄利子率が６～

７％、融資利子率は１７～１８％である。相違もある。第一は、これらは「組合」

登録をしており、「会社」登録はしていない。（この違いは、税金率が大きく異

なると言われている。）

第二の相違は、これらは基本的に顧客を女性に限定しているが、前者はそう

ではない。ポカラ各地の女性自治組織である「母親会」（AmaSamuha）を対

象として、彼女らの自主的な貯蓄・投資・運営に頼っているところがある。そ

れだけに、経営には素人集団の弱みから潰れるものも少なくない。前項の「貯
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蓄投資共同会社」も、３１社の存続会社の他に、１９社が閉鎖しているとの添付記

述があったが、この「女性用貯蓄投資共同組合」にも、「その他に１８組合が何ら

かの理由で閉鎖している」との特記がある。特別に留意してほしい。現存の組

合が１３であるのに対して、すでに閉鎖したものが１８組合もある。この事実は、

非常に脆弱で信頼性に欠ける金融機関だと言わなければなるまい。これら１３組

合の資金も、１０ラックRs.（約１５０万円）から６,２００Rs.（約９,３００円）と極めて微小

である。これらの女性金融組合は各地の「母親会」が主体となり、国際的

NPO/NGOが資金的バックアップをするのが典型的な運営スタイルである。資

金力が不足すれば、支援する外国NPOやNGOが資金を追加してくれるので、

組合幹部には経営健全化への甘えがあるように思える。彼らにとっては、定期

的に送金されてくる先進諸国の資金を女性用貯蓄投資の福祉的目的に運用する

ことが重要であり、組合自体の利潤を拡大する目的は自明化されていない感じ

がある。筆者がある一社に聞き取り調査に入った時、その組合の幹部にはダ

リット出身者の大学卒業者が多い事実がわかったし、また、彼らの主要な就業

目的は月５千から６千Rsの給料の確保が最大関心事で、事業を盛りたてるこ

とではないという印象であった。既に現存の１３組合よりも多くの１８組合が閉鎖

されている事情は、ポカラの金融業界の競争の証左であり、それ故、素人的な

経営の銀行・組合は経営不全で閉鎖に追い込まれたのであろう。

〈表２-６〉は、筆者が作成した表で、現在ポカラで活動している女性用マイ

クロファイナンス専用銀行の５行である。これらのうちウエスタン・ルーラ

ル・デベロップメント銀行の開業が一番古い。この「WRDB（Western Rural

DevelopmentBank）」は、バングラデッシュからネパールにGraminBankが進

出したのを機に、改名したものである。同銀行の合資資本金１.２億Rsで、投資

（ローン貸与）総額は６千万Rsである。同銀行の合資資本構造は、以下の如し

（括弧内は資本比率）。①HMG（ネパール政府：１６.５％）、②NepalInvestment

Bank（２.５％）、③NirdhanUtthanBank（１０％）、④HimalayanBank（２５％）、

⑤NepalBankLtd.（５％）、⑥NepalRastraBank（１０％）、そして⑦WRDB顧
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客会員（３９.６７％）となる。ネパール系の資本総額（①、②、③、④、⑤、⑥）

が６９％を構成している。

WRDBは、西ネパールに２０００年に進出してきた。本部はButwalにあり現在

３５支店ある。ポカラ支店はNewRoad、現在ポカラで４１「センター」（チメキビ

カス銀行用語では「ユニット」）、２６０Group、１,８００人の顧客がいる。ポカラの４６

スクンバシ集落群のうち、２５群（〈図１〉上の#7、#8、#10～#23、#26、#29、

#30～#34、$41、#43、#44）に顧客を持っている。特に#29（RatePiro）には

１００人の顧客あり、スクンバシ全体で４００顧客となる。ポカラ地域の返済率は

９９.３％である。ポカラ支店長の話では、ポカラの返済率はネパールで最高で、

ネパール極西地区やタライ地区は最悪であると言う。

WRDBのFMF運営方法はチメキビカス銀行のそれと殆ど同じである。（これ

は、後者が前者をモデルとしてのだから当然であろう。）FMFの顧客条件とし

ては、①１８歳から５５歳までの女性で、②１０年間、現在の住所と同様の固定した

場所に居住していること。③その女性は、自分でサインが出来、自分で何か仕

事を始めたいと考えていることが要求されている。５人組の構成は重要で、２０

～５０人のメンバーが「センター（Centre）」に集約され、センター毎に「セン

ター長（Centre-chief）」が置かれる。毎週センターで会合し、そこで週単位の

返還分割支払いを集計記帳する。（ただし、チメキビカス銀行のやり方は、月

一回に変更されている。）ローンは、最初は、１,０００Rs～１０,０００Rs単位の融資が

何らかのビジネス立上者に行なわれ、それを完全返済すれば、二回目融資は

１,０００Rs～２０,０００Rs単位で、三回目は１,０００Rs～３０,０００Rs単位、四回目は１,０００Rs

～４０,０００Rs単位で以後繰り返される。何回か融資返済に成功した物は、“デポ

ジット”をした上で、１０万Rsの融資が受けられる。２０％の年利子率で、ダウン

ペイメト方式である。

ツツンガ地域においては、WRDBのFMFが先行していたが、現在では、後発

のチメキビカス銀行のMFCに食われてしまっている。つまり、WRDBのFMF

は一向に拡大しない。現在は、一つの５人組制度自体も割れてしまい、２人と
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なってしまっている。脱落者の一人アーナンディ・グルン（彼女はチメキビカ

ス銀行FMFの当地最初の顧客でもある）に言わせると、「WRDBのように集会

が週一回もあるのは忙しすぎて困る。集会が月一回であるチメキビカス銀行の

FMFの方が我々の生活のペース、相性に合っている。」

〈観光都市ポカラの金融業界の特徴〉
ポカラに所在する金融機関として、①「第一種銀行」にカテゴライズされる

２２商業銀行（表２-１）、②「第二種銀行」の１５の開発銀行（表２-２）、③「第

三種銀行」の１２金融会社（表２-３）、④３１の「貯蓄投資合資会社」（表２-４）、

⑤１３の「女性専用貯蓄投資組合」（表２-５）、⑥５つの「女性マイクロファイナ

ンス専用銀行」、それに⑦（正確には、その総数さえ不明な）生まれては消え、

また生まれる泡のようなディクール群がポカラの金融業界には活動している。

実数としては、ディクールを含まなければ１００近く、ディクールを含めば恐ら

く２００近くになるだろう。これらの個々の金融機関間にはポカラの金融需要総

体内での「棲み分け」が進んでいるだろうが、人口たかだか１５万人くらいの観

光都市には、いくら国際観光客がドルとルピーの為替交換をする需要があるか

らといっても銀行の数が多すぎる。

現在ポカラには、「リージョナル・ホテル・アソシエーション・ポカラ

（RegionalHotelAssociationPokhara）」と、「ポカラ・ホテル・アソシエーショ

ン（PokharaHotelAssociation）」との二つのホテル協会が並立している。その

理由は、中規模以上のホテル群と弱小ロッジ・ゲストハウス群との棲み分けに

ある。その経営上の相違から端を発して、１９９０年前半に、前者のホテル協会か

ら、後者のホテル協会が分離独立している。その後、１９９９年をピークにポカラ

の国際観光客は減少して２００４年には６万人代まで落ち込んでいる。

筆者の手元には、「リージョナル・ホテル・アソシエーション・ポカラ」事

務所から頂戴した同協会メンバーのリストがある。そこには、ポカラ所在の中

規模以上のホテルのリスト、１５の「スター・ホテル（Starotel）」と６５の「ノン

スター・ホテル（Non-starHotel）」が掲載されている。筆者はもう一つ「ポカ
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ラ・ホテル・アソシエーション」事務局から貰った「ホテル・ロッジ・エン

ド・ゲストハウス・イン・ポカラ（HotelLodgeAndGuestHousesinPokhara）」

も持っている。これには大小様々な１８６のホテル、ロッジ、ゲストハウスが掲

載されている。これら二つのホテル協会間には、所属メンバーの重複はない。

従ってポカラには、両アソシエーションに所属する２６６のホテル、ロッジ、ゲス

トハウスが存在していることになる。実際には、どのホテル協会にも所属して

いない潜り営業のものが少なからずあると思われるから、おそらく実在数は

３００を超えるであろう。ポカラに来る外国人観光客数が年間６万人程度で低迷

している現在、それら３００を超えるホテル群は、目下熾烈な宿泊客争奪の競争

を体験中なのである。

国際観光都市ポカラには、３００近くのホテルがあり２００近くの金融機関が存在

する。それらが、国際観光客到来の低迷にも関わらず存続しているのは、伝統

的なグルカ兵による「ラフレ（rafre）」の海外出稼ぎによるところが大きい。

ポカラの銀行では、①観光産業・ホテルなどへの金融貸付け、②ネパール人の

本国送金の手数料、③ポカラに滞在する国際観光客の外貨換金、④人々の貯蓄

管理とローン業務などがある。観光産業の景気が低する限り①、③での収益は

余り期待できない。②で収益を上げたいのだが、ネパール人の労働者を受け入

れてくれる外国の経済状態に制約されて、これも望むような収益上昇が見られ

ない。そうすれば、最後は、④に活路を切り開く必要があろう。つまり、人々

に金を貸して、その利子収入で稼ぐという「マージン収益」こそがネパールの

銀行が経営難に陥らずに存続するためには必要であろう。昨今の米国や日本で

は貧困な人々から金を巻き上げる「貧困ビジネス」（湯浅２００８）の存在が注目さ

れているが、このような金融業界の競争状況を考慮する際、ポカラの女性用マ

イクロファイナンス業務が貧困ビジネスにならない保証はまったくない。筆者

がスクンバシの調査をしていた時に、定職もない彼らが、何の担保もないのに

銀行から金を借りだしているのを見て、何とポカラの銀行は融資に甘いのかと

感心したことがある。この「甘さ」への心配は、世界の金融王国アメリカで、
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貧困者層を対象とした住宅サブプライム・ローンが大規模な焦げ付きで、大手

投資会社さえ崩壊し、株も大暴落したのを鑑みて、ポカラの金融状況が心配に

なるのは当然であろう。

⑶ ツツンガ地区の発展とチメキビカス銀行の進出：

ポカラ市街の中心地にあるオールド・バス・ターミナルからカトマンドゥー

に至るプリティビ（Prithivi）幹線道路を東に行くと、すぐに渓谷のような狭

いセティ（Seti）川に架かった「チャイニーズ・ブリッジ（Chorsanghu）」が

ある。それを越えてしばらく行くと、幹線道路を横切っているポカラへの歓迎

ゲイトがある。そこから少しを右に折れて南に向かっていくと、ラム・バザー

ル（Ram Bazar）があり、さらに南に進むと、右手に癩病院グリーン・パス

チャー・ホスピタル（GreenPastureHospital）を見ながら進むと、トリブバ

ン大学フォレスト・キャンパス（ForestCampus）に行き当たる。このキャン

パスをぐるりと迂回すると、その裏側（南側）に、タンティ・パタン（Tanti

Patan:#31）の元スクンバシ集落が伸びている。タンティ・パタンの北西には

小高い木立に恵まれた「丘」があり、人々はこれを「フォレスト」とも呼んで

いる。このフォレストとタンティ・パタンとを含んだ更に南側に広がる広大な

原っぱの地域一帯は、ツツンガ（Tutunga）と呼ばれている。このタンティ・

パタンのスクンバシ集落の住民たちは、かってはスクンバシであったが１９９８年

に「ラルプジャ（lalpuja：土地所有証書）」を貰っており、現在は、隣接する普

通のコミュニィティーとの融合が進んでいる最中であるが、人々は現在でもあ

えて「元スクンバシ」集落という呼びかけで語ることがある。

筆者がポカラ南郊にあるツツンガ地区を初めて訪れたのは非常に古い。筆者

は１９７８年に初めて科研調査でポカラにおける「カースト通婚」の調査をしたが、

その時に筆者の調査を助けてくれた調査助手にパーシュラム・チェットリ氏が

いたが、彼の家がツツンガにあった。従って、筆者は、彼を通じてこの地域に
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友人が多く出来たし、その後、パーシュラムがカトマンドゥに移住してからも、

ポカラへ来るたびに筆者はツツンガの友人宅を度々訪問するようにしていた。

いわば、筆者のツツンガ地区の人々とのラポールは、１９７８年以来の長い交際に

支えられている。その当時のツツンガは野原と畑が散在する過疎地帯で、その

地に散在する半農の住民の殆どは、ラム・バザールにあるインド陸軍の「グル

カ・ペンション・キャンプ」に定期的に年金を貰いにくる元グルカ兵がほとん

どであった。

このツツンガ地域の開発は、１９８２年にトリブバン大学のポカラ・フォレス

ト・キャンパスの建設が開始されて、１９８４年８月に開学したことから始まった

と言えるだろう。それまでは、小高い丘とだだっ広い原っぱに、ところどころ

農家が存在する程度の人気のないところであった。それが１９８２年にフォレス

ト・キャンパスの建設工事が始ると、ポカラ以外から駆り出された建設工事労

働者の居住する仮宿が建設現場周辺の方々に出来るようになった。１９９０年の民

主化運動以降は、ポカラでのスクンバシ集落成立の形成が最も大規模かつ迅速

になされた頃であった。ポカラ市内のスクンバシ集落がほぼ満杯になると、そ

の人口圧で押し出された人々が、タンティ・パタン（〈図１〉㉛ThantiPatan）

に押し掛けて新しいスクンバシ集落を形成した理由は、そこに既にフォレス

ト・キャンパス工事労働者の何人かが工事終了後もポカラに居残って暮らしを

していることがプル要因となったからである。

１９９０年２月１１日の夜、土地の人々がタンティ・パタンと呼んでいたフォレス

ト・キャンパスの南東境のマンゴー林に約３０人程度のグルン達が現れ、その土

地を占拠した。この土地はポカラ市の所有地で、当地の公立高校（１９５７年設立

のShiddhaHighSchool）は、この土地を市から払い下げてもらい、それをいく

つかの「ガレリ」（住宅地）に分割販売して、その売上資金を学校の教育設備に

投資しようと考えていただけに、「先を越された」思いがしたようだった。ツ

ツンガの自治会幹部は、トリブバン大学ForestCampus当局に相談に行った。

大学当局も、職員住宅が近くにある手前、泥棒などが増加する可能性を心配し
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て、スクンバシを追い出すことを望んでいた。それで、自治会と大学キャパス

幹部とは一緒に、警察に行って、タンキ・パタンのマンゴー林を不法占拠した

スクンバシたちを強制的に追い出してくれるように頼んでみた。しかし、その

頃はスクンバシの不法占拠がポカラ中に起こっており、ポカラの市街地中心部

のスクンバシ集落が大きな社会問題となっており、中心地から遠い郊外のスク

ンバシなどを警察は取り締まりの対象とはしなかったのである。

このように民主化以降、ツツンガはだんだんと人家が増えてきたが、この地

域が更に開発される契機となったのが、１９９２年に建設が始まりゆっくりと８年

かけて完成して２０００年にオープンした「ホテル・プルバリ（HotelPurubari）」

の誕生である。別稿（山本２００９）で指摘しておいたが、ポカラの観光産業は、

「ヒマラヤ登山期」（１９５０年代～１９６０年代）にゆっくりと始まったポカラへの外

国人観光客の到来は、「トレッキング・ヒッピー期」（１９７０年代～１９８０年代前

半）には年間６万人くらいまで急激に増加した。「マス・ツーリズム期前半：

低迷期」（１９８６～１９９９）には、外国人観光客は年間６万人台ラインで停滞するが

「マス・ツーリズム期後半：上昇期」（１９９５～１９９９）には一気にピーク時１９９９年

には１１万人まで上昇するが、その後はマオイストによる内乱の危険情報が世界

に響いてすぐに「下降期」（２０００年～２００５年）となってしまい、再び６万人台ま

でに落ち込んでしまっている。

１９９２年にネパール観光省は、それまでのネパール観光産業「マスター・プラ

ン」を修正して、ネパールの観光産業の「質の向上」と「高級感」を付加しよ

うとする決定をしていた。基本的にタイ資本によってホテル・プルバリがポカ

ラのセティ川沿いの広い河岸段丘の上に建設用地を確定したのは、１９９２年であ

り、それ以降、８年かけて中世ネワール王朝の格式ある伝統建築と広大なプー

ル付きのホテルが完成されたのは２０００年であった。その場所は、ツツンガから

南西に徒歩１０分の位置である。しかし、残念ながら、それが完成された頃、ポ

カラの観光産業は既に「下降期」に入っており、このホテルの経営は決して楽

観できない。しかし、ツツンガにとっては、このホテルの開業で仕事を確保で
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きた者もいるし、ホテル・プルバリの従業員だからということで、ツツンガに

居住先を確保した者も何家族か出来ている。チメキビカス銀行FMFがツツン

ガに到来して第一ユニットを形成しはじめたのは、２００３年の秋であった。

〈チメキビカス銀行の創立とポカラ進出〉
ネパール語で「チメキ・ビカス」とは「近隣発展」を意味する。「チメキビ

カス銀行」は、２００２年にネパール人富豪ブワネソリ・パンタ（Vuwanesory

Pantha）会長と彼女の夫で、会長顧問でもあるタクール・ナート・パンタ博士

（Dr.ThakurNathPantha）によってマクワンプル（Makuwanpur）地方ヘトウダ

（Hetauda）で創立された。この銀行の株式全体は、１株１,０００Rs（１,５００円）の

個人株が５２％を占めており、その点から言えば、「銀行」と「合資会社」と「共

同組合」の中間形態であるかもしれない。そのような個人株集合以外は４金融

機関、HimalayanBank（１２％）、NBLBank（１２％）、BankofKathmandu（１２％）、

ChimekiSamajSansta（１２％）がそれぞれ出資している。現在、ネパール政府は、
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１９９０年の民主化以降、NepalRestrayaBank（ネパール国立銀行）から貸付業務

の認可を貰う全銀行に、その資本の５％を貧民のためのMicro-Finance業務に

投資することを義務付けている。ポカラにネパール民主化の１９９０年以降、とり

わけ１９９９年から２００１年がラッシュ期であるが、たくさんの貯蓄投資企業や組合

が誕生したのは、この政令に反応したことも一つの理由であろう。

注目しておきたいのは、「銀行間の資本構成」がある種の「利潤吸い上げ構

造」を持っている事実である。その方法には、⑴「パリティ方式」（投資資金比

率応分の平等な利潤配分方式）と⑵「インベストメント方式」（経営の如何に関

わらず投資資金の利子分の配当方式）とがある。ネパール全国は２０地方

（Districts）に区分されて、銀行の営業地区は、その資本力の大きさで決定され

る。資本が１千万Rs.で１地方、３千万Rsで１０地方、そして６千万Rsになる

と、ネパール全国で営業可能となる。従って、小さな銀行も営業成績を上げて

資本増資を志せば、全国規模の銀行になれるし、そうなろうとして大いに利益

拡大に励む動機に見舞われるのが、チメキビカス銀行のような新興銀行の本性

なのではないだろうか。

〈チメキビカス銀行の営業実績〉
チメキビカス銀行はネパールで１０地方（district）１９支店（branch）があり、

総従業員が１５０名である。１９支店全部で、４７０グループ２,２５０人の顧客がある。

同銀行は、２００３年６月にカスキ（Kaski）地方レクナス（Leknath）に進出し、

ポカラには２００３年８月にツツンガ地区（元）スクンバシ集落タンティ・パタン

（ThantiPathan）に進出している。２００４年８月にポカラ市内に支店を創設し、

現在では、ポカラ市内の２６スクンバシ集落に顧客を持っている。ポカラ支店の

現支店長は３３歳のビノード・ラヤマジャル氏（BinodRayamajal：チェットリ）

で、その下に４名職員がいる。チメキビカス銀行の本店があるヘトーダの街に

は、ネパール唯一の国立大学トリブバン大学（ThribuvanUniversity）の「森林

キャンパス（ForestCampus）」があったが、１９８７年に第二森林キャンパスをポ

カラのツツンガ近くに創設した。この第一と第二森林キャンパス間の交流を通
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じて、チメキビカス銀行はポカラを知り、ポカラに営業を拡張するようになっ

たのである。

チメキビカス銀行はFMF（平均年利子率２０％）が主要業務であるが、バイ

オ・ガスやユニットハウス設置ローン（年利１６％）もある。顧客獲得のために、

銀行職員が現地を巡回し、「ユニット（Unit）」結成後には、月一度の頻度で集

会を実施している。顧客となる条件は、基本的に既婚婦人で、小さくても自己

家屋を保有し、その土地に３年以上の居住暦を持つことである。未婚婦人でも

２７歳以上で、上記の条件をクリアーしているならよい。

グラミン銀行と同様に、この銀行でも１ユニットは５グループから成り、１

グループが５人から成る。グラミン銀行と若干違うのは、前者は週一回だが、

本銀行ではユニット集会が月一度である。ツツンガ地区第一ユニット（#3925）

の現ユニット・リーダーはカルパネ・カティワタ（MC23）である。リーダー

は、集会の開始時に女性の能力開発の「スローガン」（後述）を提唱し、それに

続いて全員が唱和する。リーダーは、グループ全体の貯蓄額・ローン分割返済

の記録を載せた「集金記帳（Collection Sheet）」の管理を任されている。ユ

ニット会員は、誰もが月５Rsの会費と３０Rsの積立預金を強制される。集会へ

の遅刻者は、罰金１０Rsを支払う制度がある。（この罰金制度は、約束を守らな

いと皆に迷惑をかけるDisciplineを学習させるために設けられている。）融資は、

１年単位の小額ビジネス立上げ資金で、初期融資が上限１万Rsまで、その完済

後、２回目は１万５千Rs、３回目以上は４万Rsが可能となる。現在の返還率

は１００％で、ネパールでもポカラ地域は最高の返還率を誇る。ユニットの誰か

が返済不能となれば、ユニット全体が共同責任を担う。ユニット会員は誰でも

１株（share）１,０００Rs出せばチメキビカス銀行の株主になれる。

FMFの利子の計算方式は、１万Rs.を借入した２ケ月目から１０ケ月かけて毎

月返済するように計算されている。一見すると、毎月借入元金の利子率１０％の

ようだし、利子は１０％だという説明は分かりやすいが、実際の年利は１５.６％に

なる。第一回目の融資の完済実績に基づいて、二回目の融資が可能なるが、そ
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れは１５,０００Rsで１８ケ月返済となる。月当り元金返済が８３０Rs、利子返済が８３Rs

になり、元利合計返済が９１３Rsとなる。三回目の融資は、４０,０００Rsが可能とな

り、それを２４ケ月で返済する。

〈チメキ銀行FMF運営の特徴〉
「集金通帳」には、ユニット集会に巡回してくる銀行職員とユニット・リー

ダーのみが記入でき、ユニット・リーダーが保管している。一般会員は、自分

の貯蓄額と分割返済額が記入されている「個人通帳（Ledger）」しか持たされ

ていない。「集金通帳」に記載されている語句には、以下のようなものがあり、

これらを説明しながら、チメキビカス銀行のFMFの業務内容をより深く理解

することが可能となる。

まず“MC（MemberCode：会員番号）”がある。前述した如く、１Unitは５

Groups、１Groupは５Memberで構成され、“MC11”は「Group１、会員ナンバー

１）を、“MC55”なら「Group５、会員ナンバー５」を意味する。“UnitCode”は、

同銀行のFMFのユニットの通し番号。“MeetingPlace”は、このFMFの会員が

住む地域名であって、具体的にはTutungaである。その地域の定例場所で、月

１回の集会が行われる。返済はユニット全体の共同責任とされるが、実際には

グループの誰かがローン分割返済を出来なければ、そのグループ全員が共同責

任で返済し、返済不能となれば、そのグループ全員が次期ローンを借りられな

い。

この集金通帳は、月々の貯蓄額と月々のローン分割払い額とが同時に平行し

て記入される特徴がある点を理解することが重要である。最初の“Saving

Details”（貯金項目）では、まず“UF”（UnitFund）として、各メンバーから

毎月の会費５Rsを強制的に徴収するが、それはユニット会員全体の基礎貯蓄

金として残されていく。“MS（MonthlySaving）”は、各メンバーに毎月３０Rs強

制的に積立貯金をさせる。“OS（OptionalSaving）”とは、会員が随意に小額の

お金が出来た時の任意貯蓄であり、“PS（PersonalSaving）”とは、会員がまと

まった金が出来た時の任意貯蓄である。

74 立命館大学人文科学研究所紀要（９３号）



次に、ローンの記録が続くが、ローンには“NormalLoan（通常ローン）”

と“Discipline Loan（規律ローン）”の二種類がある。（この銀行の使用する

“Discipline”という英語の役には苦労するが、筆者の理解する限り、「一段高レ

ベルの任意融資であり、それだけ厳格な規律が必要である」という認識に立っ

ている。それゆえ「規律ローン」と訳しておいた。）通常ローン、規律ローンと

もに任意で、ユニット・メンバーになったからといって強制的に始めさせられ

るものではない。少なくとも２００８年の時点では、このローンを始めるにあたっ

ては、グループ集会において会員の承諾が必要であるという方式が始まってい

る。

“LH（LoanHeading）”とは、「ローン融資目的である起業ビジネスの内容」

で、具体的には以下のようなものが列挙されている。“AF（AnimalFarming）”

とは、山羊、鶏、牛、水牛など飼育生産。“SB（ServiceBusiness）”とは、サー

ビス製造販売業（菓子パン、茶店、食堂など）。“RS（RetailShop）”は、小売

業（小間物、生活用品、衣服靴スリッパ、化粧品、菓子スナック・即席ラーメ

ン類、雑貨など）。“APB（AgriculturalProduction&Business）”とは、農作物販

売業であり、“AP（AgriculturalProduction）”とは、農業物生産のみである。筆

者の２００７年２月の調査では、第一グループ２５人のローン・ヘッド（帳簿上の融

資起業名）と、実際の職業実践とはかなりの相違がある。ほぼ半数の会員が

ローンヘッド上の起業カテゴリーと実際の職業との間に乖離が見られた。つま

り、ローンを借りるための名目的な起業をでっち挙げておき、ローン資金は別

の目的に使うことが普通に実施されていたのである。これは、銀行側がローン

してもらった後の結果を詮索していない証拠であり、銀行のローン管理の甘さ

を物語っている。それが、２００８年８月の調査で、FMFのグループ集会に出席し

てみると、ローンの借入を決定する際に、誰が、どんな起業に、なんぼのロー

ンを借りるかを明確にさせて、そのローン貸与判断を会員全体の判断に委ねて

いるのを観察して、かの「ローンヘッド」上の職業と、実際の職業との一貫性

を求める態度が伝わってきたように感じた。
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面白いのは、“InsNo（InstallmentNumber）”という分割払回数が明記されて

おり、例えば、“9@12”（１２回分割払で９回完債）のように表記されている。

それによって、今月の支払いが何回目で、あと何回分の分割払いが必要かを一

目瞭然に分るようにさせている。

〈チメスビカス銀行FMF運営の特徴〉
第一に、チメキビカス銀行のFMFの営業方針は、単にローン貸与と分割返済

のやりとりだけでなく、同一の顧客に対して①会費（UnitFund）と、②積立貯

金（PersonalSaving）とが強制的に徴収されるが、FMFの本命である③通常

ローン（NormalLoan）と、④規律ローン（DisciplineLoan）とは、任意（その

意思のあるものだけ）徴収されることにある。この様に、４本の貯蓄投資取引

が平行して同時決済的に進行していくことに注意したい。

第二に、FMFの利点は、あくまでも無担保で連帯責任者が不要であり、そし

て少額融資であるから一回当たりの返済額が余り負担にならないよう少額に設

定されている点にある。それだけ気軽に一銭の金を持たない女性でも借りられ

るし、分割返済にもなんとか遣り繰りがつくのである。

第三に、ユニット単位の連帯責任と集団監視性のゆえに、回収率が１００％と

なる。とりわけ近所に住む主婦連中がユニット仲間にいるのだから、返済不能

者は、近隣共同体から自動的に「非難の視線」を浴びて生活しくくなる。だか

ら必死で返済する点は徳川の封建時代の「五人組」の連帯責任制と変わらない。

⑷ FMF第二ユニット会の参与観察記録

チメキビカス銀行FMF（女性マイクロファイナンス）のツツンガ地区の第二

ユニットの定例集会が２００８年８月２８日に開催された。筆者は、前日に、第二ユ

ニット・リーダーのパービットラ・タパ（チェットリ）さんの許可を得て、当

日の定例会議に参加して会議の進行を観察させてもらう許可を貰っておいて、

その集会を参与観察させてもらった。以下は、筆者の参与観察による記録であ
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る。

定例集会の会場は、フォレスト・キャンパスの東南角にあるシッデシワー

ル・シヴァ（SeddheshwarShiva）寺院領内の集会場を借りることになってい

た。その寺院の集会場の建物の二階は、臨時の警官派出所となっていて銃を担

いだ警官が一人駐在していた。これは２００１年頃、当地にマオイストが跋扈して

いたので、それを取り締まるために警官が駐在するようになり、その慣行が現

在も持続されていた。集会は１０時に始まる予定だったので、私は現地調査助手

のラジェンドラ・ギリ氏と一緒に、１０時１５分前に会場に到着した。驚いたこと

には、リーダーをはじめ会員の９割方が既に会場に集合しており、既におしゃ

べりの真っ最中だった。集会に遅刻すれば、罰金１０Rs.を課す規則が功を奏し

てきたようである。

さらに驚いたのは、ユニット・リーダーはじめ会員全員が鮮やかな紫色のサ

リーを着ている。これは、一人当たり４００Rs.の自腹を切って各自が購入したツ

ツンガ地区FMFユニット・メンバーの“制服”のようなものであり、皆が美し

い紫のサリーを着て一同に会すると、晴着を着たお祭りムードが集会場に漂っ

てくる。そして、その華やいだお祭りムードに引き寄せられてメンバーの女性

達が普段の日常生活では殆ど忘れている「お化粧」をして、約束時間より速め

に会場に到着したのであろう。そして５分前になると、最後のメンバーが到着

して、全員集合となった。チメキビカス銀行からのツツンガ地区FMFユニット

担当の銀行員は、まだ到着をしていなかったが、リーダーのパービットラ・タ

パさんは、会場前方の議長テーブルに立って、皆に「ナマステ（Namaste）」の

挨拶をした。その挨拶に続いて、彼女は、本日の特別ゲストとして日本から

FMFの実態調査のためにポカラに来ている筆者を公式に紹介してくれた。そ

れで、私は、ネパール語で「皆さんとこの集会場で再会出来てうれしいです。

今日は、みなさん方の紫色のサリーに合わせて、私も同じ紫のポロシャツを着

てきました。今後ともどうかよろしく！」と、皆に私のポロシャツを見せる

ポーズをとり、若干の笑いを勝ち取って、短い挨拶をしめた。以下は、この集

77観光都市ポカラの多すぎる銀行と多すぎるマイクロファイナンス



会の流れを時系列で取り上げて、まとめてある。

〈１０：００ 開会の儀式〉
議長席には、ユニット・リーダーのタパが就き、開会を宣言した。次に彼女

は、最年長会員のバレティ・ガウデル（チェトリ）に議長席に来るように言って、

FMFユニット・メンバーの「宣誓」をするように指名した。それでガウデルは

議長席に着て、皆に尊敬のナマステの挨拶をし、そして宣誓役に就いた。まず

リーダーのタパが、チメキビカス銀行のFMFユニットの「スローガン」全部を

読み上げた。その後、議長役のガウデルがその一つ一つを読み上げ、それに続

いて全員が同じスローガンを一々復唱した。以下のようなスローガンである。

① 我々は「近隣（チメキ）」に住む女性たちである。

② 我々は毎日一緒に働きます。

③ 我々は規律を守って一生懸命働きます。

④ 我々はローンをし、分割払いで返済します。
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⑤ 以上は、全て我々の家族の暮らしの「向上（ビカス）」のために行います。

〈１０：１５ 貯蓄バランスと分割払い状況の報告〉
丁度この頃、チメキビカス銀行ポカラ支店の銀行員ウッタブ・ジョシ（ネ

ワール）氏が会場に到着して議長席の横に座った。その時を待って、リーダー

のタパは、会員全員をひとりひとり呼び出して、先月集金した貯蓄額と分割払

い額とを確認させ集金表にサインをさせた後、預かっていた各々の個人通帳を

返却した。

〈１０：３０ 先月開始の新ローン紹介〉
次に、先月から新規ローンを開始した三人の仲間を次々に議長席に一人づつ

呼び出して、彼女たちの口から全員にそのローンの内実を紹介させたのである。

① 最初にゴピカ・パンデ（バフン）さんが呼ばれて、彼女は２０,０００Rs.のロー

ンで自宅の農地の拡充をしたと報告した。それを聞いて、皆が拍手でお祝い

をした。

② 次に二人目のブワン・クマリ・バイラージ（チェットリ）さんが招かれて、

彼女は始めてのローン１０,０００Rs.を借りて農地を開墾し、農業を開始するこ

ととした。拍手。

③ 最後にサンギタ・タパ（チェットリ）さんが１０,０００Rs.を借りて水牛を購入

した。拍手。

〈１０：４０ 新規ローンの申し込みの採決〉
リーダーが新規ローンを借りたいと願い出ている候補者三人を、ひとりひと

り順番に呼び出して、その候補者は、そのローンでどのような仕事を計画して

いるのを説明させて、そのローンの申し込みを採択するかどうかの判断を会員

全員の拍手に委ねたのである。

① まずジョカ・マガールニ（マガール）が、登壇して皆にナマステの挨拶を

し、そして彼女は自分の小売店を拡充する目的で三回目のローンを３５,０００Rs.

でお願いしたいと申し込んだ。すると、全員が拍手して、採択の意思表示を

した。
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② 次にカルパナ・ラナ（チェットリ）が、マガルニと同様に３５,０００Rs.の三回

目のローンでこれまでの美容雑貨の小売店を拡充したいと説明した。全員の

拍手で採択決定。

③ そして更に、シタ・タパ（チェットリ）が呼ばれ、同様に三回目のローン

で３５,０００Rs.借りて、トマトのビニール・ハウスの規模を拡充して、生産量を

拡大したいと訴えた。皆は大きな拍手で、採択の意志を明示した。

〈１０：５０ 新規ローンの契約手続きと証拠人〉
リーダーのタパさんはチメキビカス銀行員のジョシさんに教えてもらいなが

ら、三人の新ローンの契約書作成の手続きをしていた。その席には、三人のロー

ン契約者がそれぞれの家族メンバーを呼んで「保証人」としてのサインをした。

① ジョカ・マガールニの娘ツル・デヴィが議長席に来て、借用証書にサイン

した。

② カルパナ・ラナの娘カンチャン・ラナが来て、借用証書にサインした。
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③ 最後に、シタ・タパの娘が不在だったので、隣人のラジェンドラ・ギリ

（筆者の現地調査助手）が急遽保証人となることになり、彼が借用証書にサ

インをした。

〈１１：０５ チメキビカス銀行員（ウッタブ・ジョシ）のスピーチ〉
遅れて集会に参加してきたチメキビカス銀行ポカラ支店のウッタブ・ジョシ

氏とは筆者は初対面であった。２００６年にポカラ支店を訪問し支店長に面接した

時には、彼はまだポカラ支店員ではなかった。年齢３０歳で、体の大きい美丈夫

である。

① 全員への自己紹介。チメキビカス銀行のMFC経営の現状説明。ネパール

全国で支店数が４０。FMF顧客数は８５,０００人。ポカラ支店では、１６２ユニット

で２,６００人の顧客メンバーがいる。

② チメキビカス銀行は、その業績の優秀さで全国的に注目されている。チメ

キビカス銀行が今日あるのは、貴方がたのようなユニットの活動のお陰であ

る。今後とも、このように責任をもってちゃんと集会が維持運営されること

が重要である。

③ 銀行は、第二ユニット・リーダーのパッビトラ・タパに月一度のグループ

集会の開催を取り仕切ることに２００Rs.をお支払いしている。リーダーである

彼女の手伝いをした者には５０Rs.が支払われる。この集会を維持するため

リーダーがどんなに重要であるかということを忘れないでほしい。

④ 銀行は皆様が今後ももっとローンを借りてほしいと思っている。貴方がた

のFMFユニットの評価は、９３点である。もし評価９５点を獲得するためには、

ユニット全員（２５名）がローンを借りること。９５点を獲得すれば、銀行から

表彰状が授与されるでしょう。

〈１１：２０ 新システム導入通知と閉会〉
新システムでは、ユニット・リーダーのパービットラ・タパがユニット・メ

ンバーの通帳に貯蓄バランスと分割支払い額とを記入することを許めている。

タパがいい仕事が出来るように、銀行員は出来る限り彼女を支援したい。この
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後、全員に集会参加のお礼をいい、それに対して全員が拍手した。その後、閉

会への言葉は殆ど無く、全員の拍手が自動解散の徴であったようだ。解散は、

１１：２５であった。

〈ユニット集会の参与観察後の見解〉
① 制服としての「紫のサリー」：

ネパールには、制服が義務付けられているのは、私立学校のイングリッ

シュ・ボーディン・スクール（公立小中学校よりエリート校）くらいのもの

で、軍隊や警官以外の会社・官庁が制服を採用しているところはまったくな

い。そういう面から、このFMFユニットが制服のような紫のサリーを皆で

来て集会に参加することは、会員の「集団アイデンティティ」を形成し強化

するのに貢献している。しかも、日常的には化粧などをまったくしない「お

かみさん連中」の彼女たちが、このFMFの会合の日だけは、紫のサリーを晴

れ着感覚で着るのに併せて少々お化粧を楽しむ習慣は、彼女たちの日常性で、

このMFC会合の日が特別な「晴れの日」としての感覚で捉えられていること

を実証している。

② ユニット・リーダーの役割増大と権限強化：

筆者が始めてチメキビカス銀行のツツンガ地区のFMFユニット調査を開

始した２００６年８月頃とくらべると、FMFのユニット・リーダーの役割が非常

に拡大されてきたという印象を得た。以前は、ユニット会員個別の貯蓄金や

分割支払いを月一回のユニット集会で行われていたが、その会場で集金と会

計処理を派遣された銀行員が中心となって、取り扱いをしていた。ユニッ

ト・リーダーは、その結果が集金表に記録されるのを見届け、集会の終了後

に、その集金表を次回の集会まで保管しておくことが仕事であった。（その

頃のリーダーは殆どただ働きであった。）それが、今回の集会で「ニュー・シ

ステム」として銀行員から紹介されているのは、集金事業は殆どがユニッ

ト・リーダーが集会以前に済ませおり、集会ではその会計処理・帳簿記載を

銀行員の援助で実行するという。集金業務を銀行員からユニット・リーダー
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へと役割権限の主役交替が見られた。また、これによってユニット・リー

ダーは集金の為に近隣の会員の家々を回らねばならないし、また、集金した

金を銀行のポカラ支店まで届けなければならない。つまり、銀行員が本来や

るべき業務をユニット・リーダーがFMFの女性の奉仕誠心と自立精神の基

に、代行することが要求されている。たいへんな仕事量であろう。もちろん、

ツツンガ地区ユニットの第二ユニット・リーダーのパービットラ・タパさん

は、旦那がしっかり稼いでいて自由時間がかなりある専用主婦で、魅力と能

力のある婦人なので、この種のボランティア型のユニット・リーダーには最

適であると思える。そのリーダーに月当たり２００Rs.のリーダー報酬が銀行か

ら与えられることとなった。この月２００Rsという報酬がリーダーの仕事量と

取るべき責任の大きさに比べて安すぎるのではないかという見方もあるが、

リーダーが正式に銀行から報酬を与えられるシステムに移行したことは、重

要な変更点であると考えられる。

③ チメキビカス銀行MFC業務の猛烈な拡大スピ─ド：

少なくも、筆者がチメキビカス銀行のMFCツツンガ地区ユニットの第一

ユニットが形成されてから第三ユニットまで拡大発展するのに、２年間しか

たっていない。チメキビカス銀行全体から見ても、２００６年３月には、１９支店

で２,３５０メンバーであったのが、２００８年８月には、８５,０００へと３６倍もの増加を

みせている。この拡大のスピードは脅威的といえよう。この驚異的拡大にも

かかわらず、チメキビカス銀行ポカラ支店の正式銀行員の数はあまり増加し

ていない。つまり、MFCメンバーの驚異的な増大によって当然増大するで

あろう銀行業務量を各地域のユニット・リーダー達に集金・記帳業務を代行

させることによって、銀行員の増大を制限することが可能である。しかも、

それによって、チメキビカス銀行の収益率はかなり増大しているのではなか

ろうか。ユニット・リーダーへの月報酬２００Rs.など安いものであろう。

④ 定例集会での全員参加と情報公開の効用：

月一度ながら定期的に実施されるFMFのユニット集会は、メンバーに対
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して多くの社会的効用がある。まず、同一の紫のサリーを着て集会に集まる

ことで、近隣意識よりも強い仲間意識、同一FMFユニットの集団アイデン

ティティが強化されることは既に述べた次第である。それと同様に、特定の

会員を選定して、ユニット・リーダーとして彼女は、日常的にFMF集金会計

処理を通じてリーダーシップを発揮しなければならないし、定例集会の時に

は会議のMCとして際立ったリーダーシップを発揮せねばならない。こうし

て銀行が金銭的援助とその他の制度的援助を与えながら、一介の主婦を地域

の主婦連合組織のリーダーとしての経験をつませる事が出来るのである。こ

のリーダーシップ・トレイニングは、銀行が公式に実施している教育プログ

ラムの中にもあり、各地域のリーダー達を集めて、二、三泊のリーダーズ合

宿を定期的に行っている。そうして鍛えられたリーダーたちは、それぞれの

地域のコミュニティ開発委員会や母親会など自治会組織の運営する役割を期

待されるのだ。

集会の中でも、FMFのユニットの貯蓄やローンの内容に関して一切、リー

ダーによって読み上げ、会員全員に知らされるような制度になっている。さ

らに、新しい会員のローン申し込みも、どんなビジネスをどれくらいのロー

ン額で始るのかを皆で聞き、皆で評価しあいながら、それに賛否を表明する

ことが出来る。（実際に殆ど反対意見を表明することは、ないようだが。）こ

のように見ていくと、FMFの定例集会は、ネパールの婦人たちにとって、数

少ない楽しい「サロン」のようなもので、それに出席し、いろいろな決定過

程に参画しながら、決定すること、ビジネスのやりかたを集団で勉強する機

会を共有しているとも考えられるのである。このようなFMFの参加経験が

何年か続いて、その家庭の貧困が目立って緩和してくるなら、その婦人の家

族内でのエンパワーメントは著しく向上することは難しくはない。そのよう

な女性エンパワーメントを達成して自信を持った婦人たちの集団は、ツツン

ガの自治組織としても活躍している。
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〈FMFユニット会員の急増の秘密〉
チメキビカス銀行の女性マイクロファイナンスの第一ユニットには、２００３年

６月頃に始まって、アーナンダやミナの仲間呼び込みの努力もあって、同年１２

月には５グループ２５名全員がそろっている。そして２００７年２月には、既に第二

ユニットが結成されていた。さらに２００８年３月には、この第二ユニットの５グ

ループ２５名全員が揃ったばかりでなく、さらに第三ユニットの結成が準備され

ており、同年９月には第三ユニットは、既に２グループ１０名の会員が出来てい

た。最新の２００９年１月のポカラからのe-メイル情報によれば、第三ユニットは

さらに第三から第五グループまでの会員拡充に成功したとのことであった。こ

のツツンガ地区はポカラ市の南郊外でまだまだ住宅地としての発展が望める牧

歌的雰囲気の残る広い土地にも恵まれている。だから漸増的な人口増加が見込

めるが、チメキビカス銀行FMFの会員増加はかなり急進的である。

このFMF会員の急速な増大は、チメキビカス銀行のポカラ支店の支店長始

め若くて行動的な銀行マンの営業的活力のせいでもあろうが、それだけではな

い。恐らく日本の銀行もそうであろうが、ネパールの銀行は、前述したように、

銀行資金の大きさで営業地区の広さが決められている。「銀行資本が１千万Rs.

で１地方、３千万Rsで１０地方での営業が認可され、この資本金が６千万Rsに

なると、ネパール全国で営業可能となる。従って、小さな銀行も営業成績を上

げて資本を増資すれば、全国規模の銀行になる可能性にかけて、大いに利益収

奪に励む動機に見舞われるのである。」（３.０.）現在のチメキビカス銀行は、資

本金が３千万Rs以上で６千万Rs以下であるから、資本金倍増ができれば、全

国規模で営業できる第一種商業銀行になれる可能性がある。ポカラの若い支店

長からはそのような後発の新興銀行なりの大志が聞きとれたのである。

⑸ FMF第一ユニット世帯群の貧困緩和達成度と発見事項：

グラミン銀行方式のFMFが、貧困女性のビジネス立ち上げ資金として経済
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的自立を達成させ、彼女たちのエンパワーマントを実現させている報告は沢山

ある。筆者は、ポカラのツツンガ地区においてチメキビカス銀行FMFの第一

ユニットから第三ユニットまでの全世帯の家計家産調査を継続中である。その

調査結果は膨大で紙面の都合から、MF第一ユニット会員２８世帯のデータを

〈表３〉に掲載してある。正式なユニット・メンバーは、２５人の婦人世帯であ

るが、筆者の調査期間中に、会員を辞めさせらた者１人、会員を自主的に辞退

した者２人が出て、それら３名の空きポストが直に新メンバー３人で埋められ

ている。それ故、〈表３〉には、２８名の世帯が列挙されている。〈表３〉の

２８FMF世帯の貧困緩和の達成度の評価結果は、４種類に分けられる。「UP」は、

FMFがその世帯の貧困緩和に何らかの貢献をしていると認められるもの（８世

帯）。「DN」は、何らかの理由で貧困緩和に失敗し下降傾向が認められる１０世

帯である。「Lf（Lafre）」は、夫（あるいは息子）が外国へ出稼ぎ（広義の「ラ

フレ」）経験者で、出稼ぎ先の給料で成功している７世帯。さらに、「？」は、

家計が上昇か下降か現時点では判断不能のケースが３世帯分ある。

〈貧困緩和成功組（Up：８世帯）〉
① MC13：専業主婦。夫は大学職員で大学官舎に居住。酒飲まず。貯金のみ。

② MC21-1：山羊飼育ビジネス、夫はバス運転手で勤勉、かつ酒飲まず。

③ MC22：茶店経営。夫はローラー運転手で高給取り。夫婦ともに酒を飲ま

ず。

④ MC23：リーダー。大学職員。夫も大学職員で、車のブローカー。酒飲ず

金持ち。

⑤ MC25：農業主婦。夫も農業。酒のまず節約勤勉。貯蓄微増で借金なし。

⑥ MC43：妻雑貨・茶店経営。夫フルバリ・ホテル職員。酒飲まず。夫は複

婚で先妻放棄。

⑦ MC44：妻酒密造販売。夫は大学職員ドライバー。夫は酒飲まず。勤勉。

⑧ MC53：雑貨美容品店。夫は中学校教員。夫婦とも酒飲まず。
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〈貧困緩和失敗組（Dn：１０世帯）〉
① MC11：このFMFユニットの初代ユニット・リーダーであり、二年前糖尿

病の夫が失明しかけ、カトマンドゥ入院の費用を個人的に借金した。その

借金が膨張し目下数ラックRs（約８０万円）に。２００８年１月の夫が死亡以来、

別人のよう。

② MC12：筋肉労働と密造醸造酒売りで稼いでいる。夫は左官屋で金稼ぎは

よいが過剰飲酒。妻は夫の出張中に娼婦をしている噂が絶えない。

③ MC14：MC11の義理母。密造酒醸造販売。夫は元インド・ラフレで恩給

少々。だが夫婦共に過剰飲酒で、FMFローン月割返済を度々遅延。今年６

月にユニット会員追放。

④ MC15：密造酒販売。夫はタクシー運転手で車も所有。しかし過剰飲酒で

散財多し。

⑤ MC21：ダマイ女で夫はチェトリ。義母が認めぬ結婚で、ラフレの夫から

の送金なし。自分で小売商をしていたが、今春から子供を祖母に預けてサ

ウジアラビアに女中奉公。

⑥ MC24：筋肉賃労働のダマイ女。夫はダマイで大工。国内出稼ぎの夫の仕

送りなし、音信不通。先で第二妻と複婚したらしい。

⑦ MC32：シェルパ女で茶店経営。夫はダマイで大工。国内出稼ぎで仕送り

なし。出先で複婚して先妻には音信不通。

⑧ MC34：野菜売り。夫はチェトリで大工だが、マオイストで被爆怪我。

UML政治家の保護あり、後にUML支持者となる。

⑨ MC45：グルン主婦。賃労働。夫グルン大工。妻は第二婚で、先夫を村に

棄て、子供を連れ現在の夫と当地に逃げてきた。ローン返済に時々遅れて

皆に迷惑をかけている。

⑩ MC55：山羊飼育。妻はかつて酒場酌婦。そこへ来ていた顧客が現在の夫。

夫は大学職員で安い官舎生活。夫は複婚で、先妻と子供らは村に放棄。夫

婦ともに酒を飲み、最近は夫の酒量の増加傾向が心配。
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〈海外出稼ぎ組（Lf：７世帯）〉
① MC14-1：専業主婦。夫と義理弟の二人がドバイへ出稼ぎ。両者で月２万

Rs.送金あり。

② MC31：チェットリ専業主婦。夫インド陸軍ラフレ。定期的送金あり。

ローンは親戚のため。

③ MC33：チェットリ専業主婦。夫はダマイの大工だが、第二妻と駆け落ち。

息子のダマイ妻との結婚を認めず。息子はドバイへ出稼ぎに行き、定期的

送金あり。妻にはやらず。

④ MC41：ギリ専業主婦。夫はグルンのホテルマン。カタールへ出稼ぎ。既

に出国時の個人的借金返済。土地も家も確保。FMFローンは本人には不

必要だが、叔母（MC42）の「肩代わりローン」をしてやっていることは、

MC41～45全員が承知。

⑤ MC42：ギリ（MC41叔母）雑貨店経営。夫はホテル・プルバリの庭師。四

年前に家新築、二年前に長男がドバイへ出稼ぎにいくのに金が必要になり、

姪のMC41から肩代わりローンをしてもらった。長男のドバイからの送金

が月１万Rsくらいになり、借金完済。

⑥ MC52：カミ主婦。農業。義父はポット：メーカー。夫は５年前からドバ

イへ出稼ぎ。毎月８千Rsを送金してくる。ローンは不要で、月掛けの貯

金をするのみ。

⑦ MC54：ギリで最古のメンバー。雑貨商店。夫は選挙で膨大な個人的借金

をしたが、日本での三年間の不法滞在労働で、その借金の殆どを完済した。

〈判定不能組（？：３世帯）〉
① MC35：ダマイ女。野菜生産。夫はダマイで左官。夫は過剰飲酒。しかし

二人の息子は勤勉で酒を飲まず。彼らの稼ぎが父の過剰飲酒を許している。

上昇下降限界状況。夫は元マオイスト。

② MC51：夫は借金してドバイへ出稼ぎにいったが、その借金を返済しきれ

ず。再び今度は妻と共に、再度借金して、子供を親戚に託してドバイへ出
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稼ぎに行った。FMF退会。夫はドバイのホテル職員。夫の酒量が酒のド

バイ行きで増えているのが心配。

③ MC51-1：バフン女性でチトワンからの出戻り夫婦。最近FMFに入会。タ

ライの農地から米を送ってくるし、夫が夫ボーディング・スクール教師で

生活には困らない。しかし、タライの農地を購入した時に個人的借金（１

ラック、年利２４％）と政府銀行ローン（３ラック、年利１１％）があるので、

その支払は大変。夫の月給の伸びはないし、妻の起業と遣り繰りを工夫し

ないと、また過去のように借金を膨らませて土地を売却することにもなり

かねない。だから、貧困緩和の将来性は成功とも失敗とも判断が難しい。

判定不能。

〈貧困緩和判定調査の発見点〉
① FMFによるビジネス立ち上げで貧困緩和に成功していると判断できる８

世帯に共通する点は、全て、夫婦ともに真面目、勤勉で、飲酒などの贅沢を

しない夫婦である。しかも、妻の収入に依存することなく、夫に定職、定期

的収入があることが必須要件である。

② 逆に、FMFのローンに助けられながらも、貧困緩和に成功するどころか、

家計内容が下降していく世帯が１０例も認められた。この失敗の最大の原因は、

無責任な男性中心主義の夫たちに帰せられる。せっかく高級を稼げる腕（ド

ライバー、大工、左官）を持ちながら、己の稼ぐ力を過信して過剰飲酒に

陥ってしまい、余剰金をみんな過剰飲酒に使いこんでしまう。ダマイのよう

に技術力を持つ大工や左官は、出稼ぎに出ることが多い。出稼先で女と出会

い、新所帯を持って古い女房を忘れ去るのである。

③ この地域の人々にドバイ、サウジアラビア、カタールなど石油マネーで

潤っているアラブ諸国へ出稼ぎに行く人が沢山出てきている。これは、ポカ

ラに古くからあるグルン族の「ラフレ」による海外出稼ぎの伝統がポカラの

市民レベルにまで広がったのだろう。ポカラの貧困層は、容易に借金する。

そして借金が膨張し首がまわらなくなったら、海外へ脱出して「ラフレ」で
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もして借金を清算しようと安易に考える癖がある。これは、ポカラの過剰な

銀行の実体と関係があるだろう。

⑹ 結論と今後の課題：

〈貧困脱出要件としての「プロテスタント倫理」の機能的等価物〉
我々の調査結果の重要な結論の一つは、FMFローンによる貧困緩和の成功事

例が存立する前提条件の存在である。マックス・ウェーバーの『プロテスタン

ト倫理と資本主義の精神』から「宗教的・神学的意味を脱色させた禁欲と勤勉

の倫理」、（したがって筆者は「プロテスタント倫理の機能的等価物」と呼ぶ）

の必要性を挙げておきたい。この点は、筆者が前稿（山本、１９９８）でも強調し

たのだが、発展途上諸国の貧困層が貧困を脱出するためには、まず「禁欲と勤

勉の倫理」が不可欠の必要条件となる。それには、ウェーバーが指摘する「神

の予定説」とか「信仰表明」などキリスト教的意味付与は不必要で、純粋に自

己の欲望を節制し、勤勉に労働するという最も原初的な「禁欲勤勉」の倫理が

必要なのである。

今回のFMF会員調査でも、FMFローンを受けている家族が勤勉でまじめな

性格をもっており、夫婦とりわけ亭主だけは必ず酒飲みでないことが制限条件

として加味されるべきだろう。発展途上国では、食べ物に比較して酒類の価格

が相対的に高いものとなる。ポカラでもそうであるが、一人前の食事代と、軽

く酔いが回るほどの量のロキシー（四国稗の発酵酒）とは、市場価格で大体等

価である。我々の発見したデータでは、ある程度腕のよい稼ぐ力のある運転手、

建築労働者、兵隊あがりは、稼ぎもよいが、酒も飲む。そして金があれば飲む

ことに使ってしまい、後日の必要性に備えた貯金を心がけないのである。

〈観光都市のマージン・エコノミーと貧困層の経済格差増大〉
ポカラにはグルンの人々の「ラフレ（Lafre）」の伝統がある。このラフレに

よりポカラ経済が潤い、観光産業も発展した。しかし、ポカラから海外へ出稼
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ぎに行くのは、今やグルカ兵だけではない。インドでは、ネパール人は「グル

カリ（Gurukhari）」と呼ばれており、兵隊だけでなく門番や守衛としても実直

で信頼に足ると評判が高い。だからボンベイでもカルカッタでもたくさんのグ

ルカリが門番や守衛として一般企業で働いている。

現在ポカラではラフレや「ブプ・ラフレ（Bupu-lefre）」（元海外出稼ぎ者）

の人口がかなり大勢いる。これらブプ・ラフレの大半は、外国（旧大英帝国傘

下諸国）の年金受領資格を貰って帰国した小金持ちである。彼らは、ポカラで

ビジネスを始めるか、豪華な借家を立てて外国人相手の大家暮らしをするか、

または金貸し業になる。経営者となるためには、資金力と同時に、綿密な構想

力と勇気ある実行力、ストレスに強い精神力が必要であり、それを兼ね備える

者は決して多くはない。それに比べて金貸し業が一番楽である。逃げられない

用心さえすれば、人に頭を下げて金を借りてもらう必要もなく、ストレス最小

の商売である。だから小金持ちのブプ・ラフレは、金貸し業やディクールを渡

り歩いて「マージン（margin）」（利鞘）を稼ぐのに忙しい。少し前に述べたが、

ポカラの人々は、一人一人が多重債務者であり、同時に多重債権者でもある。

これはポカラのエコノミーが観光産業とマージン・エコノミーとで持ちこたえ

ているからではなかろうか。ポカラの人々が安易に借金をし、容易に金を貸す

金銭感覚を植え込んでしまったのは、大勢のブプ・ラフレが作り上げてしまっ

たポカラの負の伝統であろう。

最初に述べたが、「ポカラの観光産業化がその一般庶民に与えた影響は、決

して潤沢な就職先の提供ではなかった。それよりも国際市場に組み込まれた市

民の消費生活の高騰であった。」その結果、ポカラの庶民の多くが借金に苦し

んでいる。そして彼らの多重債務と多重債権とのバランスが、崩れてしまった

時、彼らはきまって「ラフレに行って、借金を清算しよう」という発想をする

のである。もちろん慣れぬ異国へ行って、慣れぬ生活環境で見知らぬ主人の命

令で働くことはストレスの高い、寂しい生き方だと思うのは当然であるが、そ

の嫌がる心境に鞭を打ち勇気づけてくれるのは、自分の直接知った近隣の人々
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が、本当に外国へ出稼ぎに行って、かなりの大金を持ち帰ってきては借金を清

算し、新たな土地や家を購入して資産形成をした実話である。そんな話の「デ

モンストレーション効果」で金に困ったポカラの若年・中年労働者は、ラフレ

への道を目指そうとする。そして、ポカラに家族とともに留まって地道に働い

て借金を返す正攻法を捨て去り、今やポカラで花盛りの（２００８年夏に既に１０社

を下らない）人材派遣会社に並び、渡航費用・ビザ手続き費用一切を紹介先の

外国企業で働いた給料から天引きされる（もちろん高い利子率が計算されてい

る）約束で、就労契約にサインをする。ラフレの伝統は、借金をFMFなどの地

道な手段で返済を試みるレベルを飛び越して、外国へ飛んで華々しく稼いで一

気に借金返済と資産形成を実現しようとする外国の豊かな社会への憧憬を生み

残したのではなかろうか。

〈集会サロン化と主婦達のナイーブさ〉
筆者が驚いたのは、２００７年に始められた「年金積立口座」が２００８年８月には、

会員の半数近くが加入している事実である。月当たり３０Rs.のペンション積立

金を継続して支払えば、１０年後には月１００Rs.のペンションが貰えるようになる。

この話を信じて、瞬く間に会員の半数近くがそれに入ったのである。１０年先に

このチメキビカス銀行が潰れて存続していない可能性などは誰一人もまったく

疑っていない。しかしながら、本稿の最初の部分でも触れたように、既にポカ

ラでは小さな銀行、貯蓄投資会社・組合などが１０指で足らない程度に潰れてお

り、リクールなどは泡の如く誕生と消滅の繰り返しをしていることを彼女たち

は知らない。

そのような正確な、客観的な、不愉快な情報を銀行マンに教えてくれること

を期待するのは無理があろう。銀行マンは、①ユニット・リーダーの業務をア

ルバイト化させて報酬を与える一方で、ユニットの集金効率を上げること、②

毎月一度の「ユニット集会」を煌びやかで楽しいサロン的行事に祭り上げるこ

とが最大の関心のようである。彼女たちに美しい紫のサリーで着飾らさせ、皆

がどんどんローンを増やして皆が豊かになる夢を与え、集会ごとに仲間内で発
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表させあい、その楽しいサロン的行事を積み重ねる中で、担当の銀行マンがカ

リスマ化されていく。亭主より若くて、知的に洗練され、性的魅力が少しでも

あれば、そして話が上手ならばまったく申し分ない。この銀行マンの好ましい

「イメージ」が少しでも彼女たちの周りに根を蔓延らすと、主婦たちはお互い

に勝手に、そのイメージを「神格化」させていくであろう。
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図１ ポカラ市内のスクンバシ集落の分散図
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表１ ポカラ観光産業発達とスクンバシ集落増殖運動

スクンバシ集落群の発生史ポカラ観光産業発達の関連史年

「スクンバシ集落番号」（#）は〈図１〉と同
じ。

仏隊アンナプルナI峰初登頂１９５０
黎

明

期

王政復古、ネパール開国１９５１
ポカラ空港開設１９５２
英国エベレスト初登頂・英国女王戴冠１９５３
チベットのダライラマ１４世、インドへ亡命１９５９
シッダルタ幹線道路開通（ポカラーバイラワ）１９６９

ビレンドラ王即位、ネパール・ツーリズム基
本計画

１９７２

勃

興

期

#17最初のスクンバシ集落誕生プリティビ幹線道路開通（ポカラーカトマン
ドゥ）

１９７３

#3、#10、#11、#19、#29ポカラの都市化急成長１９７５
#36、#37ポカラ北東近郊３村の山崩れに難民村１９７７
#7、#39山崩れ３村の被害者に難民村建設１９７８
#5、#13、#20、#23反政府運動激化１９７９
#8、#9、#12、#24、#25A、#40、#41リファレンダム（国民投票）１９８０
#1１９８１
#28１９８２
#6１９８５

#35１９８８
低

迷

期

#15、#34反政府運動激化１９８９
#2、#16、#21、#22、#26、#27、#31、#33２月デモ、１１月新憲法発布：民主化運動１９９０
#14新憲法国政選挙。全国的ビジネス・ラッシュ

発生。
１９９１

#32１９９２

マオイスト「人民戦争」（１９９６年２月）開始１９９６

上

昇

期

#4、#18、#25B、#30１９９７
#25Bのスクンバシ集落を民間人が強制撤去１９９８
マオイスト支持スクンバシ集落#42、#43、
#44誕生

マオイストのポカラ進出激しくなる。１９９９

マオイスト支持スクンバシ集落#45、#46
誕生

２０００

王宮惨殺事件（６月）、ギャネンドラ国王即位２００１

下

降

期

#24、#42、#43、#44、#45、#46（マオイス
ト支持スクンバシ集落）を全部強制撤去

第一次国家非常事態宣言（１１月）

国王独裁化 → 議会政治空転２００２
#46跡地にゴミ処理場完成、#47発見、２００５
#48誕生（#19移転）、#49発見、#50誕生２００６

制憲議会選挙でマオイスト圧勝（４月）
マオイスト主導ネパール共和国樹立（９月）

２００８
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表２‐１ ポカラの商業銀行（CommercialBank）：1stcategoryBank（２００８年９月）

払込済資本金＊＊

（１００万Rs.）
授権資本＊

（１００万Rs.）
設立年商業銀行の名称No

３８０.００１０００.００１９８５NepalBankLtd.（NBL）１

CMCM１９７７RashtriyaBanijyaBankLtd.（RBBL）２

４９２.００５００.００１９９７NabilBankLtd.（NABIL）３

３７５.００１０００.００１９９１StandardCharteredBankNepalltd.４

５８７.７４１０００.００２００３NepalInvestmentBank.Ltd.（NIBL）５

５５０.００１０００.００２０００MachhapuchhreBankLtd.（MBL）６

４６４.００１０００.００２００３BankofKatmanduLtd.（BOKL）７

４５５.００６００.００２００５EverestBankLtd.（EBL）８

６９２-５０１０００.００２００４NepalCreditandCommerceBankLtd.９

６０９.８４１０００.００２００４LaxmiBankLtd.（LXBL）１０

７１９.８５１５００.００２００１NepalBangladeshBankLtd.（NBBL）１１

６４３.００１０００.００２００４HimalayanBankLtd.（HBL）１２

５００.００１０００.００２００５KumariBankLtd.（KBL）１３

４３１.８７１０００.００１９９７NepalSBIBankLtd.（NSBIL）１４

（CM:Centrally
managed）

（CM:Centrally
managed）

１９８５Agriculture DevelopmentBank Ltd.

（ADBL）
１５

２０.００６０.００２００５BusinessDevelopmentandFinancial

IntuitionLtd.（BDFIL）
１６

２０.００８０.００１９９６PokharaFinanceLtd.（PFL）１７

２０.００４０.００１９９６OmFinanceLtd.（OFL）１８

２００５UnionFinanceLtd.（UFL）１９

２-５０１０.００２００４MountEverestDevelopmentFinancial

instuitionltd.（MEDFIL）
２２

注＊「授権資本」：「株式会社の定款に定める発行予定株式総数のこと」
設立時に一定数以上の株式を発行し、設立後に適時残りの株式を発行することが可能。

注＊＊「（払込済）資本金」：「株式が発行され、実際に払い込まれた資本金」のこと。
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表２‐２ ポカラのDevelopmentBank（開発銀行）：2ndCategoryBank

電話番号所在地開発銀行の名称No

０６１-５２０４１６SabhaGrihaChowckNepalDevelopmentBankLtd.１
０６１-５４１２４４NewRoadGandakiDevelopmentBankLtd.２
０６１-５６１６４４ArghauGandakiDevelopmentBankLtd.３
０６１-５４０７２５NewRoadBusinessDevelopmentBankLtd.４
０６１-５６０１８５Pardi,BirautaBusinessDevelopmentBankLtd.５
０６１-５４２３００MahendrapulHimchuliDevelopmentBnakLtd.６
０６１-５３８３９０NewRoadSangrillaDevelopmentBankLtd.７
０６１-５２１５０５ChipledhungaCityDevelopmentBankLtd.８
０６１-５２８００１ChipledhungaWorldDevelopmentBankLtd.９
０６１-５６０３００DandaKoNakKamanaDevelopmentBankLtd.１０
０６１-５２５２５２NewRoadDevelopmentCreditBankLtd.１１
０６１-５２０４７５NagdhungaMuktinathDevelopmentBankLtd.１２
０６１-５２００８３PrithvichowckNepalIndustrialDevelopmentNigam１３

NewRoadGorkhaDevelopmentBankLtd.１４
SabhaGrihaChowckGarimaDevelopmentBankLtd.１５

表２‐３ ポカラの金融会社（FinanceCompany）：3rdcategoryBank

電話番号所在地金融会社の名称No

０６１-５２２６７１ChipledhungaAnnapurnaFinanceCo.Ltd.１
０６１-５２４９４２GairapatanPokharaFinanceCo.Ltd.２
０６１-５３２６００NewroadOhmFinanceCo.Ltd.３
０６１-５３８４００ChipledhungaFewaFinanceCo.Ltd.４
０６１-５６１６６７TalchowckApiFinancialInstituteCo.Ltd.５
０６１-５２３０１１NewroadKaskiFinanceCo.Ltd.６
０６１-５３０９６０NewroadElpicEverestFinanceCo.Ltd.７
０６１-５５０１３２NewroadUnionFinanceCo.Ltd.,８
０６１-５３０５８１MahendrapulNepalShareMarketsAndFinanceCo.Ltd.９
０６１-５２２３４０SabhaGrihaChowckKistFinanceCo.Ltd.１０
０６１-５３９８１２NewroadPrabhuFinanceCo.Ltd.１１
０６１-５２２０３３NewroadButwalFinanceCo.Ltd.１２
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表２‐４ 「ポカラの貯蓄投資合資会社」
（Savingandinvestmentco-operativesocietyltd.）（２００８年９月）

資本金創立年所在地貯蓄投資合資会社の名称No.

２４６,９００.００１９９３Purnchour

Pokhra-９
Publicservicesavingandinvestmentco-operativeltd１

４８２,９００.００１９９４Lamachour

Pokhara-５
Publicbeneficials.&in.co-op.ltd.２

４,７２６,０００.００１９９９Pokhara-４Everestco-op.societyltd.３

２２-６００.００１９９９Pokhara-４Fishtailmultipurposeco-op.societyltd４

２００,０００.００１９９９Pokhara-５Mahalaxmieconomicalco-op.societyltd５

６２,０００.００２０００Pokhara-４Bindavashinisavingandinvestmentco-operativeltd６

４７４,３００.００２０００Pokhara-９Dhaulagirisavingandinvestmentco-operativeltd７

６２７７８６０.００２０００Pokhara-９Suvechhasavingandinvestmentco-operativeltd８

８００００.００２０００Pokhara-１１Shikharsavingandinvestmentco-operativeltd９

３４０３０００.００２０００Pokhara-９Sunshinesavingandinvestmentco-operativeltd１０

２５４００００.００２０００Pokhara-８Sanchayasavingandinvestmentco-operativeltd１１

５２３４００.００２０００Pokhara-８Phulbarisavingandinvestmentco-operativeltd１２

１１１３３５００.００２０００PrithivichockIdealsavingandinvestmentco-operativeltd１３

１２６１０００.００２０００Pokhara-８Oneworldonefuturesavingandinvestmentco-operativeltd１４

４０７０００.００２０００Pokhara-１７Baraheesavingandinvestmentco-operativeltd１５

３８７０００.００２０００Pokhara-９Nationserversavingandinvestmentco-operativeltd１６

２７９７００.００２０００Pokhara-４Shreerhododendronsavingandinvestmentco-operativeltd１７

９３２３００.００２０００Pokhara-８Conesocialsavingandinvestmentco-operativeltd１８

４３,７００.００２０００Pokhara-１１Fewasavingandinvestmentco-operativeltd１９

１８０００.００２０００Pokhara-９Our’smultipurposesavingandinvestmentco-operativeltd２０

１５０００００.００２００１Pokhara-９Siddhivinayaksavingandinvestmentco-operativeltd２１

３１９９６００.００２００１Pokhara-６Conscioussavingandinvestmentco-operativeltd２２

８９８００.００２０００Bharatpokhari

pokhara-３
Bharatpokharisavingandinvestmentco-operativeltd２３

６２５０００.００２０００Pokhara-１２Siddarthasavingandinvestmentco-operativeltd２４

２０６８０００.００２０００Pokhara-４Widesavingandinvestmentco-operativeltd２５

３７９０００.００２０００PokharaKoushiksavingandinvestmentco-operativeltd２６

３４３１００.００２０００Pokhara-４Educationalsocietysavingandinvestmentco-operativeltd２７
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１９３３０００.００２００１Pokhara-８Gracioussavingandinvestmentco-operativeltd２８

２５２０００.００２００１Pokhara-９Pokharasavingandinvestmentco-operativeltd２９

３７８３０００.００２００２Pokhara-１１Pokhararoyalsavingandinvestmentco-operativeltd３０

２８００２００４SarangkotSmallfarmersavingandinvestmentco-operativeltd３１

表２‐５ ポカラの女性用貯蓄投資共同組合
（Womensavingandinvestmentco-operatives）（２００８年９月）

自己資本創業年所在地貯蓄投資共同組合の名称No

６２００.００１９９４Lamachour,

pokhara-５
Womenmultipurposesavingandinvestmentco-operatives１

１２５００.００１９９６Pokhara-６Akaladeviwomensavingandinvestmentco-operatives２

１１９００.００１９９８pokhara-１Manakamanasavingandinvestmentco-operatives３

５６０００.００２０００Pokhara-５Activesavingandinvestmentco-operatives４

８８０００.００２０００Pokhara-８Publicconscioussavingandinvestmentco-operatives５

４４４３２７.００２００１Bhadauretamagi,

pokhara-４
Effectivesavingandinvestmentco-operatives６

９３００.００２００１Bharatpokhari-３Mahakalisavingandinvestmentco-operatives７

８３５００.００２００１Dhikurpokhari-４Longlastinginvestmentco-operatives８

９９００.００２００２Pokhara-１Pokharacommercialsavingandinvestmentco-operatives９

１００１０００.００２００２Pokhara-８Creationsavingandinvestmentco-operatives１０

６４００.００２００２Pokhara-１８Chandikalikasavingandinvestmentco-operatives１１

５６０００.００２００２Pokhara-８NavaSiddharthasavingandinvestmentco-operatives１２

１２１５００.００２００２Pokhara-４Siddhivinayaksavingandinvestmentco-operatives１３

表２‐６ ポカラのFMF（FemaleMicroCrdit）専用銀行（２００８年９月）

PhoneNo.AddressNameOfTheBanksNo.

０６１-５３２８０５
０６１-５２８５７２

Hyangja,Bagar,Newroa,LekhnatWesternRuralDevelopmentBankLtd.１

０６１-５３９４１３PrithvichowckSmallFarmerBankLtd.２

０６１-５２１４６８SimalchaurChhimekBikasBankLtd.３

０６１-４３２０２７IndrachowckDeproxBikasBankLtd.４

ChipledhungaNesdoNepalBankLtd.５

RamBazarNirdhanUttanBankLtd.６
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表３ 「ポカラ市ツツンガでのFMCユニット資産形成調査総括」（２００８年９月現在）
緩和
評価

社会問題カ通婚
複婚

内地出稼・
ラフレ

夫職業妻職業ローン
ヘッド

N/D

ローン
学歴妻年齢

カースト
MC、ス
クンバシ

Dn借金過多──糖尿病死店、手伝いAF（x）N,D9th４５グルン11S

Dn過剰飲酒──左官賃労働AF（x）N,DLit３１グルン12S

Up──大学職員小売商φφ5th３９バフン13

Dn息子麻薬元ラフレペンション賃労、酒造SB（x）N9th５２グルン14

Lf─弟ラフレ夫ラフレ筋肉労働SB（x）N8th２７ダマイ14-1

Dn過剰飲酒─元ラフレタクシー運転酒密造φφ学φ４１グルン15S

Dn脱会ラフレ上昇婚送金なし夫ラフレ小売商SBNSLC２１ダマイ21

Up多々出張バス運転羊飼育AFND7th３１チェットリ21-1

Up夫婦不飲──ローラ運転茶店SBφ8th４０チェットリ22

Up大学ローン夫再婚夫ブローカ大学職員大学職員SB（x）N,DSLC３３バフン23◎

Dn夫妻捨去夫複婚出稼不明夫大工労賃者AF（x）N,D学φ４０ダマイ24

Up夫不飲酒──農業労労、農業RS（x）N学φ３８ダマイ25S

Lf──夫ラフレ夫ラフレ専業主婦AP（x）N,D8th５５ギリ31S

Dn下降婚夫複婚出稼不明夫大工茶店RBN,D学φ３７シェルパ32S

Lf下降婚の夫夫複婚
MC21

出稼不明
母へ送金

夫大工
息子ラフレ

無職AP（x）N学φ４４チェットリ33S

Dnマオイ爆弾──夫大工野菜商φφ5th３６バフン34S

？夫過飲酒-─２子左官夫左官野菜生産APN学φ４１ダマイ35

Lf肩代ローンカ通婚夫カタールグルン専業主婦φφSLC３８ギリ41

Lf──２子ドバイホテル庭師雑貨店φDLit４６ギリ42

Up上昇婚──オテル職員雑貨酒店φD5th３２チェットリ43

Up先妻放棄夫複婚運転出張大学職員酒密造販RSD?３７タマン44

Dn先妻放棄夫複婚─大工労賃AF（x）N?４５グルン45

？過剰飲酒-─再レフレホテルマン農業APD7th３５ギリ51

？タライ帰還高校教員農業、主婦φφ9th３４バフン51-1

Lf──夫ドバイ主婦φφ9th２４カミ52

Up───中学教員雑貨化粧SBN,D9th３３ギリ53

Lf──元Japan社会福祉雑貨商SBN,D8th３７ギリ54

Dn先妻放棄夫複婚夫飲酒大学職員農業、主婦AFDLit５０チェットリ55

◎：ユニット・リーダー、S：（元）スクンバシ、（x）：ローンヘッド登録上の職業と実際の職業とが異なる。
MC14-1：MC14が大会した後の交替会員 MC21-1：MC21が辞退した後の交替会員
MC51-1：MC51が夫婦でドバイに行った後の代替会員。
貧困緩和評価：（Up：成功、Dn：失敗、Lf：ラフレ、？：判定不能）


